
[3 悶t雰は雰構¥JASO)から5情報発,;_. . . i'·.:~,』：:?~~•:"{; 翌 1 

JASO発暮らしつづける街へく第 1回＞

東北の今、東B本大媒災第 14次調牡

宮城設計ー級建築士事務所

宮城秋治 駄ヽ
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大きな頒災に遇っても建築を使えるようにするにはど

うしたらいいのか。あるいは機能をいちはやく回復させ

るためには何をしておくべきなのか。安全に避難できる

ことも大事だし、インフラの確保も欠かせない。私たち

はNPO耐震総合安全機構(JapanAseismic Safety 

Organization、以下JASOと略す）の耐頒アドバイザー

としてこれまで東京都との協定や各区市からの委託によ

り、建築の耐猿相談を行うとともに、耐恨診断を実施し

てきた。建築、楠造、設備の専門家がチームを組んで一

体となり、総合的な耐震診断を行う JASOの方式はこ

れまで社会の大きな信頼を得ている。また、 2011年 3

月の東日本大震災を受けて東北津波被習調査団をすでに

第 14次まで派辿し、その被害記録と提言を「津波と街

と建築」（テツアドー出版）に まとめている。さらに、

2016年4月の熊本地震を受けて被害調査団をすでに第

3次まで派逍し、その被害記録と提言を「くらしつづけ

る街と建築へ」（テツアドー出版） にまとめている。本稿

では「JASO発 くらしつづける街へ」をテーマに連

続 してこのような JASOの活動の一端を紹介していき

たい。
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気仙沼の今
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2017年 5月 1日に JASO東日本大袋災第 14次調

査団（河野進団長以下、三木剛、近藤一郎、近藤孝子、

江守芙実、森本伸輝、篠崎玲紀、 保科吉徳、 宮城秋治の

合計9名）は一関から宮城県気仙沼市に入った。気仙沼

湾は湾口が狭く奥行きが深い全国でも有数の漁港だ。震

災直後は高さ 11mもの津波で大型の漁船が山麓まで打

ち揚げられた（写真 l)。
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写真 1 第1次調査の気仙沼(2011年5月）

漁船の燃料である A重油のタンクもさらわれて、水産

加工場の街まで延焼してしまった。気仙沼市の震災復典

計画では海から内地に向かって、低地ゾーンの産業系エ

リア、緩衝帯緑地、盛土謀上げゾーンの住居系エリアに

色分けされている（図 1)。

その盛土泡上げゾーンの鹿折地区に災害公営住宅とし

て気仙沼市営鹿折南住宅が建設されて 2016年 7月から

入居が始まっている（写真2)。敷地面積 39,255I廿に鉄

筋コ ンクリ ート造5階建ての共同住宅が8棟 (284戸）つ

くられた。（建築而梢 5,304111、延べ面積 21,262n-i)市

民福祉セ ンターも併設され、スロープでアクセスしやす

い高齢者相談室が住棟の 1階に当て られて高齢者のコ

ミュニティーヘの配慇がある（写真3)。住棟は津波一時

避難ビルにも指定されている。 しかしながら入居はまだ

まばらで人影も寂しい。一方、漁港の整備はすでに完了

して魚市場に観光客の姿も多く見受けられる（写真4)。
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図1 気仙沼市震災復興計画(2011年 10月）

写真2 第 14次調査(2017年5月）鹿折災害公営住宅

［ 陸前高田の今 ］ 
岩手県陸前高田市はもともと平坦地の商業都市であっ

たため街全体が壊滅的な津波被害を受けている。津波の

高さは 17.6mにも及び、体育館、博物館、図書館、市

民会館、消防本部など市の主要施設が全壊している（写

真5)。風光明媚な高田松原も消滅して奇跡の一本松が今

ではレプリカとして東北の復興のシンボルとなっている。

この広大な街を嵩上げするために、集団移転先である

写真3

写真4 併設された錦町西公園もまだ寂しい

今泉地区の土地区画整理事業の対象となった山を切り崩

し、巨大なベルトコンベアーを吊橋で気仙川を渡し高田

地区の復興地区まで土砂を運んだ（図2)。どこか中近東

のインフラ開発のようなスケール感があった（写真6、

7)。今ではベルトコンベアーも撤去され、旧市街中心

地に商業施設がオープンしている。

この高田地区の北側の下和野地区に先行して嵩上げさ

れた地盤の上に建設されたのが災害公営住宅の陸前高田

市営住宅下和野団地である。2016年 9月から入居が始

写真5 第 1次調査(2011年5月）陸前高田
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まっている（写真8)。敷地面租 10,500111に鉄筋コンク

リート造 5~7階建ての共同住宅が4棟 (120戸）つく

られた。（建築面栢 2,922tri、延べ面積8,7881ri) 1階

はピロティとして店舗などが入れるようにしている。 2

階レベルには回廊を廻して幼児が安心して遊べるミニコ

モン空間がある。最上階には陸前高田市を海まで俯廠で

きる展望台と集会所を設けて災害時には避難所として活

用される（写真9)。
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固2 陸前高田市復興整備計画(2012年3月）
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写真6 第 11次調査(2014年4月）今泉地区の山を切り崩し

高田地区へ土を運ぶペルトコンベアー

写真7 第 12次調査(2015年5月）

嵩上げが進む高田地区の旧市街地

2017年 5月2日に第 14次調査団は岩手県大鎚町に

入った。 入り江の平らな土地に町が集まっていたので消

波と火災による壊滅的な被害を受けている。町長をはじ

め職員の多くが亡くなられた町役場は康災造構に決まっ

た（写真 10、11)。震災前に 15,944人だった人口が

12,278人と 23%も減ったままで戻らない（固4)。赤浜

地区の防潮堤の先端にあるのが蓬莱島で、ひょっこり

ひょうたん島のモデルになったと言われている。

写真8 第 14次調査(2017年 5月） 市営住宅下和野団地
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写真9 市営住宅下和野団地の展望台から陸前高田市を俯撤する
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災害公営住宅は大鎚川をしばらく遡上した位置にある

大ケロニ丁目町営住宅だ。 2016年 10月に入居が始まっ

た。木造戸建タイプで、 301<タイプ 13戸と 401<タ

イプ 10戸の計 23戸が建設されている。大槌町産の杉

材を玄関の柱や梁、玄関ホールの壁や天井などに使い、

周辺のまち並みにも馴染むような落ち着いた和風住宅に

なっている（写真 12)。

敷地が約 50坪あるので、駐車場や専用庭、物岡部屋

も設けている。また、玄関は車いすや手押し車などを憫

けるように広くしており、玄関の階段部分がスロープに

なっている住戸もある。

その後、調査団は宮古市田老地区で学ぶ防災ガイドの

地元の方から防潮堤の上で大震災の時の話を伺い、震災

遺構に認定された 「たろう観光ホテル」の 6階の部屋で、

その部屋から撮影されたマスコミに公開されていない大

津波のビデオを観させてもらった。今、目の前にあると

ころまで津波が押し寄せてきた映像に足がすくんだ。津

波にあらがえないことは誰でもわかっている。でも、自

宅に戻ろうとするお年寄りの姿が映っている。消防車で

図3 大槌町復興レポート (2017年1月）
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図4 大槌町復興レポート (2017年1月）

港に向かう消防隊員がいる。その上から海が大きくう

ねって巨大な防潮堤をのみ込みはじめている。

人々は海とともに暮らしている。洵が生活の糧になっ

ている。湘と離れて生きていくことはできない。でも地

震はよく起こる。津波がまたやってくる。地球の裏側か

らも津波はジェット機のスピードでやってくる。東北の

街だけでなく日本の街全体のたいへん大きな課題である。

写真 10 第 5次調査(2011年 11月）旧町役場とその周辺

写真 11 第 14次調査(2017年5月）
震災遺構に決まった旧町役場
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写真 12 第 14次調査(2017年5月）

大ケロニ丁目町営住宅(2016年 10月入居）
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